
「父母が命を込めて・・・」校歌今昔物語（内郷編）

白水川にある弥勒沢（みろくざわ）と並んで創生期の石炭産出の地は内郷宮町峯根（ほうね）地区であった。ここを流れる宮川沿いにある学校の校歌を訪ね、今は無い炭鉱の足跡を探してみます。
「生産の地」
一番奥のいわき市立宮小学校の校歌はあの文化勲章受章の草野心平の作による。「阿武隈の南のはて　湯の岳はひかる陽をうけ　そのふもと　生産の地に　そびえたつ　わが学び舎ぞ　ああ宮　われらが母校　宮」と、心平はこの常磐炭田内郷地区を「生産の地」と称えた。
宮小学校はもともと磐城炭礦㈱が社員子弟の教育のため設立した小学校で、後に公立となった。
ここから更に炭鉱歴史の川「宮川」を下るといわき市立内郷第二中学校がある。
「父母が命を込めて」
小林金冶郎作詞の校歌一番は「父母が／いのちを込めて／堀りつぎし無言のしるし／朝夕にズリ山みれば／ああ感激は胸にあふるる／立て／こぞりたて／内郷二中／新たなる希望と意気に／光ある明日を目指して」。誠に名文、読むほどに心が熱くなる。
先日所用で内郷二中を訪ねた折、かつて「内郷金坂球場」だった校庭に残るスタンドに座ると、瞬時に５０年をさかのぼり、グラウンドは炭鉱隆盛時の山神祭典奉納野球大会の最中。名門常磐炭礦野球部選手達の華麗なプレーに満席の観衆が湧き立ち、失策にヤジが飛び、試合は回を重ね、手に汗握る攻防は続く･･･。ここは今でも映画「フィールド・オブ・ドリーム」の世界なのである。
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
やがて宮川は白水川と合流して新川となるが、ここに
福島県立いわき総合高校がある。
ここはかつてその歴史と伝統を誇った福島県立内郷高等学校であった。
「生産の北の動脈・・・」
草野心平作詞の校歌三番に「ズリ山ならび煙たつ生産の北の動脈　この力ある街のなか　われらが母校そびゆるぞ　ああ内高　内高　われらが母校　内高　内高」とあり多くの卒業生が巣立ち、多数炭鉱にも就職した。今の総合高校の校歌はあの世界のマエストロ「コバケン」こと小林研一郎の作詞・作曲になるもので詩に当然炭鉱は無い。「内高は、そして炭鉱はいずこへ。思えば昭和も遠くなる・・・。」の感ひとしおである。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
草野心平が「ズリ山ならび／煙たつ／生産の北の動脈･･･」と、金冶郎が「父母が／いのちを込めて･･･」と称えたこの内郷は住吉坑、綴坑と端正なズリ山が並び、万人の思いがこもる石炭生産の地であった。その後炭鉱はすべて閉山し、生産の地は今静かな眠りについている。
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炭鉱の歴史を求めて、先日峰根（ほうね）から宮川沿いを下ってみた。いわき総合高校の前に来ると心平の時代とは場所も校名も変わったが、校庭に石炭の木「メタセコイヤ」の並木が大きくそびえ立っている。若葉あふれる木立を通してこずえに響く運動中の元気な生徒達の歓声に混じって、「ズリ山ならび煙たつ･･･」と、力に満ちたあのなつかしい校歌が聞こえたような気がしたが、夕映えの空を吹きわたる風の音だったのかも知れない。
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裏面には各学校ごとに作詞・作曲者名と校歌を全部入れる予定。（執筆者名　　野木和夫）


